
２０１７阪大文系数学　解答速報

A b，cを実数，qを正の実数とする。放物線 P : y = ¡x2 + bx+ cの頂点の y座標が q

のとき，放物線 Pと x軸で囲まれた部分の面積 Sを qを用いてあらわせ。

a

　　¡x2 + bx+ c = 0

の 2解を ®，¯とおく（® < ¯）

　解と係数の関係より

　　 ®+ ¯ = b，®¯ = ¡c

　また
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であるから

　　 S =
Z ¯

®
(¡x2 + bx+ c) dx

　　=
Z ¯

®
¡(x¡ ®)(x¡ ¯) dx

　　= 1
6
(¯¡ ®)3

　　= 1
6
(4q)

3
2

　　= 4
3
q
3
2



B 実数 x，y，zが

x+ y+ z = 1，x+ 2y+ 3z = 5

を満たすとする。

Ñ x3 + y3 + z3 ¡ 3xyzの最小値を求めよ。

Ò z ¸ 0のとき，xyzが最大となる zの値を求めよ。

a

Ñ
　　 x+ y+ z = 1 Ý1

　　 x+ 2y+ 3z = 5 Ý2

　1より

　　 x = 1¡ y¡ z

　これを2に代入して

　　 (1¡ y¡ z) + 2y+ 3z = 5

　　 y = ¡2z+ 4

　よって

　　 x = 1¡ (¡2z+ 4)¡ z = z¡ 3

　ここで

　 x3 + y3 + z3 ¡ 3xyz

　= (x+y+z)(x2+y2+z2¡xy¡yz¡zx)

　= x2 + y2 + z2 ¡ xy¡ yz¡ zx

　　　　　　　　　　　（Û x+ y+ z = 1）

　= (x+ y+ z)2 ¡ 3xy¡ 3yz¡ 3zx

　= 1¡ 3(z¡ 3)(¡2z+ 4)

　　　　　　　¡3(¡2z+ 4)z¡ 3z(z¡ 3)

　= 9z2 ¡ 33z+ 37

　= 9#z¡ 11
6

;2 + 27
4

　したがって，求める最小値は 27
4

Ò
　 P = xyzとおく

　　 P = (z¡ 3)(¡2z+ 4)z

　　= ¡2(z3 ¡ 5z2 + 6z)

　　 dPdz = ¡2(3z
2 ¡ 10z+ 6)

　増減表は下のようになる
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　したがって，z = 5+
B

7
3

で最大値をとる

d 最大値は¡ 4
27
(10¡ 7

B

7)である。



C 次の条件によって定められる数列 fan g がある。

a1 = 2，an+1 = 8an2(n = 1，2，3，Ý)

Ñ bn = log2 an とおく。bn+1 を bn を用いてあらわせ。

Ò 数列 fbn g の一般項を求めよ。

Ó Pn = a1a2a3Ýan とおく。数列 fPn g の一般項を求めよ。

Ô Pn > 10100 となる最小の自然数 n を求めよ。

a

Ñ
　　 an+1 = 8an2

　両辺，底 2の対数をとると

　　 log2 an+1 = log2(8an2)

　　 log2 an+1 = log2 23 + log2 an2

　　 log2 an+1 = 3+ 2 log2 an

　ここで，bn = log2 an とおくと

　　 bn+1 = 2bn + 3

Ò
　　 bn+1 = 2bn + 3

　この漸化式は，方程式 ® = 2®+ 3を満たす

解 ® = ¡3を用いて次のように変形できる

　　 bn+1 + 3 = 2(bn + 3)

　 b1 = log2 a1 = log2 2 = 1 より，数列

fbn + 3g は，初項 1 + 3 = 4，公比 2の等比

数列であるから

　　 bn + 3 = 4 ¢ 2n¡1 = 2n+1

　　 bn = 2n+1 ¡ 3

Ó
　　 Pn = a1a2a3Ýan

　両辺，底 2の対数をとると

　　 log2Pn = log2(a1a2a3Ýan)

　　　= log2 a1 + log2 a2 +Ý+ log2 an

　　　=
n
P
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n
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¡ 3n

　　　= 4(2n ¡ 1)¡ 3n

　　　= 2n+2 ¡ 3n ¡ 4

　したがって

　　 Pn = 22
n+2¡3n¡4



Ô
　　 Pn > 10100

　　 22
n+2¡3n¡4 > 10100

　両辺，底 2の対数をとると

　　 2n+2 ¡ 3n ¡ 4 > 100 log2 10

　ここで，log2 8 < log2 10 < log2 32より

　　 log2 2
3 < log2 10 < log2 25

　　 3 < log2 10 < 5

　　 300 < 100 log2 10 < 500

であり，

　　 300 < 100 log2 10 < 2n+2¡3n¡4 < 500

を満たす自然数 n は

　 n = 6のとき 26+2 ¡ 3 ¢ 6¡ 4 = 234

　 n = 7のとき 27+2 ¡ 3 ¢ 7¡ 4 = 487

　 n = 8のとき 28+2 ¡ 3 ¢ 8¡ 4 = 996

より，n = 7である

　したがって，求める最小の自然数 n は 7 で

ある


